
 

＜令和３年度主要事業＞ 

第７次小樽市総合計画の「まちづくり ６つのテーマ」等に基づき、本年度実施した

主な事業は次のとおりです。 

【◎＝新規 ☆＝拡大 （括弧内の金額は予算現額）】 

 

 

１ 安心して子どもを生み育てることのできるまち（子ども・子育て） 

 

  ① 不妊検査助成事業費                  290千円(700千円) 

   ・保険医療機関で実施した不妊検査に要した費用（自己負担分）について、2万円

を上限に助成 

   〔令和3年度〕助成件数：18件 

 

  ② 周産期医療支援事業費補助金           25,000千円(25,000千円) 

   ・安定的な周産期医療体制の維持のため、地域周産期母子医療センターである小

樽協会病院に対して支援 

 

 ☆③ 産後ケア事業費                    113千円(888千円) 

   ・出産後1年未満の心身の不調又は育児不安等がある母親を対象に、助産師等によ

る育児指導や日帰り型ケアを実施 

   ・令和3年度からアウトリーチ型（訪問型）を追加実施 

 

 ◎④ 医療的ケア児等総合支援事業費              18千円(27千円) 

   ・医療的ケア児等の支援に携わる各分野の関係機関等で構成される検討会を設置 

 

 ◎⑤ 保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業費    9,157千円(9,163千円) 

   ・保育士等の職員に対し、3％（月額9,000円）程度の賃金改善を行う民間の教育・

保育施設等に対して、当該賃金改善を行うために必要な費用を補助 

 

 ◎⑥ 保育所等施設整備費補助金             7,286千円(7,364千円) 

   ・杉の子保育園が行う、屋根及び外壁工事に係る経費の一部を補助       

 

 ◎⑦ 子ども家庭総合支援拠点運営経費            141千円(155千円) 

   ・子どもとその家庭や妊産婦等を対象に、子どもに関する専門的な相談や訪問等

による継続的な支援を実施 

 

 ☆⑧ 子どもの学習・生活支援事業費           4,809千円(4,830千円) 

      <こども福祉課3,858千円(3,868千円)、福祉総合相談室951千円(962千円)> 

   ・ひとり親家庭、生活保護世帯、生活困窮世帯の中学生を対象として、学習の支

援や困りごと相談に応じるなど生活支援を実施 

   ・令和3年度は試行として、令和2年度受講した中学校3年生（新高校1年生）を受

け入れ 

 

  ⑨ スクールカウンセラー関係経費           2,413千円(2,786千円) 

   ・不登校児童生徒の増加を踏まえ、スクールカウンセラーを3名配置し、全小学校

に月1回程度派遣することで、定期的に教育相談を行う機会を創出 

 

  ⑩ スクールソーシャルワーカー関係経費          729千円(742千円) 

   ・生徒指導、教育相談体制の充実のため、学校だけでは解決が困難な児童生徒の

いじめや不登校などに対して、関係機関と連携・調整を行うスクールソーシャ

ルワーカーを配置 

 

 ☆⑪ 就学援助費                  156,307千円(187,955千円) 

<小学校78,825千円(96,264千円)、中学校77,482千円(91,691千円)> 

   ・経済的理由によって就学が困難な児童生徒の保護者に対して、学用品費、修学

旅行費、入学準備金、学校給食費、体育実技用具費、通学費等の援助に加え、

令和3年度から新たにＰＴＡ会費の援助を導入 

 



 

 ☆⑫ 部活動指導員配置促進事業費            1,776千円(2,502千円) 

   ・教職員の働き方改革や中学校部活動の充実を図るため、中学校の部活動指導員

として、専門知識のある人材を1名増員して9名を配置 

 

 ◎⑬ ＧＩＧＡスクールサポーター活用事業費       7,517千円(7,519千円) 

   ・学校におけるＩＣＴの活用推進を支援するため、専門的な知識を有する人材を

配置 

 

 ◎⑭ ＩＣＴ支援員活用事業費               2,510千円(2,570千円) 

   ・学校におけるＩＣＴの活用推進を支援するため、学校職員をサポートする支援

員を配置 

 

  ⑮ 教育情報化推進事業費（ネットワーク関係経費）    5,070千円(5,082千円) 

<小学校2,970千円(2,979千円)、中学校2,100千円(2,103千円)> 

   ・「ＧＩＧＡスクール構想」において整備した1人1台端末環境の下で、円滑な通

信環境を確保するため、学習系ネットワークを各学校からインターネット接続

するとともに、危険なサイトへのアクセスを防止するためのセキュリテイ対策

を実施 

 

 ◎⑯ 指導者用デジタル教科書整備事業費           745千円(757千円) 

<小学校475千円(476千円)、中学校270千円(281千円)> 

   ・デジタル教科書導入に向け、小・中学校各１校をモデル校として指導者用のデ

ジタル教科書（1教科のみ）を整備し、デジタル教科書を用いた公開授業を実施

することにより効果的な活用方法を検証 

 

 ◎⑰ 校務支援システム関係経費             1,606千円(1,612千円) 

<小学校803千円(806千円)、中学校803千円(806千円)> 

   ・教員の業務効率化と学校運営の改善を図るため、校務支援システムを市内小・

中学校6校に試験的に導入 

 ☆⑱ コミュニティスクール導入等促進事業費        819千円(1,000千円) 

   ・学校運営や学校の課題に対して保護者や地域住民が参画する「学校運営協議会

制度」（コミュニティ・スクール）を推進するため、導入校の活動支援や、導

入準備校における地域説明会などを実施。令和3年度は、新たに高島小学校、朝

里小学校、菁園中学校に導入 

 

 ◎⑲ トイレ改修事業費（銭函小）           41,833千円(59,800千円) 

   ・銭函小学校の校舎トイレを洋式化改修 

 

 ◎⑳ 屋内運動場暖房設備改修事業費（銭函小）      8,844千円(15,500千円) 

   ・銭函小学校の屋内運動場暖房設備を更新 

 

  ㉑ 校舎等耐震補強等事業費（塩谷小）       175,517千円(221,383千円) 

   ・校舎の耐震補強工事、トイレの洋式化改修及び屋内運動場暖房設備の更新等を

実施 

 

 ◎㉒ 校舎等耐震補強等事業費（忍路中央小）      11,407千円(16,400千円) 

   ・校舎及び屋内運動場の耐震補強工事に向けた実施設計 

 

 ◎㉓ 学校併置事業費（忍路中央小・忍路中）      36,020千円(43,100千円) 

    ◇校舎改修事業費（忍路中央小）         33,093千円(35,700千円) 

    ◇備品等整備費（忍路中央小）           1,511千円(1,912千円) 

    ◇移転等経費（忍路中）              1,416千円(5,488千円) 

     ・忍路中央小学校と忍路中学校の併置に必要な小学校校舎の改修、備品等の

整備及び中学校から小学校への備品の移転等 

     ・令和4年4月併置・開校 

 

 

 



 

２ 誰もがいきいきと健やかに暮らせるまち（市民福祉） 

 

  ① ふれあいパス事業費              177,683千円(177,903千円) 

   ・70歳以上の市民に対し、「ふれあいパス」（ふれあい回数券購入チケット又は

ＪＲ特殊乗車券）を交付 

・令和3年度は、バス乗車の「ふれあい回数券」について、1人あたりの年間購入

限度を12冊として見直し 

 

 ☆② 地域生活支援事業費（相談支援）         34,700千円(34,700千円) 

   ・障害者本人や家族からの障害福祉サービスに関する相談等を専門的な見地から

応じる体制を24時間365日に拡充 

 

 ◎③ 地域女性つながりサポート事業費          1,854千円(2,287千円) 

   ・不安や悩みを抱える女性への支援に取り組む事業をＮＰＯ法人等に委託して実

施 

    （委託内容） 

     ・女性相談担当者養成研修会の開催 

     ・相談窓口の開設（土曜日） 

     ・相談窓口案内カードを同封した生理用品の配布等 

 

 ◎④ 暖房費緊急支援事業費              64,570千円(98,255千円) 

   ・燃料費の高騰に対応するため、市民税非課税の高齢者、障害者、ひとり親世帯

などを対象に燃料購入費の一部を支援 

 

 ◎⑤ 第３次健康増進計画策定事業費             510千円(750千円) 

   ・疾病予防・重症化予防を目的として、ライフステージに合わせて、関係者が相

互に連携して推進していくための行動指針である健康増進計画の策定に向け

た準備として、第2次計画の評価や第3次計画の策定のためのアンケートを実施 

 

 ☆⑥ 〔国民健康保険事業〕特定健康診査等事業費     63,862千円(87,700千円) 

   ・国保加入者の受診率向上のため、非課税世帯に加え、令和3年度から課税世帯に

ついても自己負担額を無料とする。また、令和2年度に引き続き、10月末までの

早期受診者全員にＱＵＯカードを贈呈（11月以降は抽選） 

 

 ☆⑦〔後期高齢者医療事業〕後期高齢者医療健康診査事業費  

                            19,740千円(28,958千円) 

   ・生活習慣病を軽症のうちに発見し、医療につなげ、重症化の予防を図る。令和3

年度から課税世帯の受診時自己負担額を無料に拡充 

 

 ◎⑧ 健康管理システム改修事業費（ロタウイルスワクチン等情報連携システム改修）  

                             3,740千円(3,740千円) 

   ・ロタウイルスワクチンの定期接種化に伴い、健康管理システムを改修 

 

３ 強みを生かした産業振興によるにぎわいのまち（産業振興） 

 

  ① 森林環境整備事業費                9,897千円(10,000千円) 

    ・森林の整備に関する経営管理集積計画の作成、森林機能の普及啓発及び木材利

用の取組の推進 

・旭展望台周辺の環境整備 

・手宮緑化植物園内休憩所に野外卓設置 

・おたる自然の村の木製アスレチック遊具更新 

 

 ◎② 日本海漁業経営基盤安定強化事業補助金      16,000千円(20,234千円) 

・生産量の安定化を図るため、ホタテガイ養殖漁業に係る装置（水温リモート装

置、有線式水温・潮流センサーほか）の設置費用の一部を補助 

 

 

 



 

  ③ 水産物ブランド化推進事業費            1,665千円(2,700千円) 

   ・小樽の地魚や水産加工品の知名度アップと消費拡大、水産加工品の新商品開発

やブランド化を図る取組を支援 

   ・令和3年度は、社員食堂でのおさかなフェア等でのＰＲや、小樽水産加工グラン

プリの開催及び受賞作品の宣伝や販路拡大への支援を実施 

 

④ 海外販路拡大支援事業費               616千円(1,500千円) 

   ・札幌市との連携事業による海外物産展や展示商談会への出展支援を実施 

 

  ⑤ 稼ぐ力向上実践事業費               6,500千円(6,678千円) 

   ・市内及び後志管内の食料品関係事業者を対象とした、全国規模の商談会（関東・

関西）への参加、新たな販路の開拓、新たな販路等での販売、商品の磨き上げ・

商品管理等の個別相談や、お取り寄せチラシによる販売の支援を実施 

 

 ◎⑥ 事業承継支援事業費                  546千円(550千円) 

   ・事業承継手続に関する流れや各支援機関の支援等を掲載したリーフレットを作

成の上、事業承継についての課題を抱える事業者にヒアリングを行い、支援機

関に引き継ぐ等の支援を実施したほか、経営改善・事業承継などをテーマとし

たセミナーを開催 

 

  ⑦ 企業誘致促進事業費                1,057千円(2,000千円) 

   ・首都圏の産業展などへの出展のほか、令和2年度に実施した企業誘致サポート事

業のアンケートを基に企業訪問等を実施 

 

  ⑧ 観光誘致促進事業費補助金             5,400千円(5,400千円) 

   ・小樽観光協会の各種事業運営に対する補助。公式ホームページの運営管理、ナ

イトマップの作成、冬季イベント、ＳＮＳ等による海外・道内・道外へ向けた

観光プロモーションを実施 

 

  ⑨ 観光広告プロモーション事業費補助金        1,000千円(1,000千円) 

   ・観光客の誘致を目的とした小樽観光協会の新聞や雑誌などへの広告宣伝活動に

対する補助 

 

  ⑩ 外国人観光客誘致広域連携事業費補助金       1,247千円(1,300千円) 

   ・札幌市や運輸局、後志の他市町村と連携し、外国人観光客の誘致活動を行う実

行委員会への補助 

・ＳＮＳ等で東アジアを中心に本市の情報を多言語で拡散 

 

 ◎⑪ 施設維持補修費（銭函海水浴場）            706千円(706千円) 

   ・海水浴場の安全対策に係る老朽化したコンクリート柱撤去及び架空放送設備一

部張替 

 

  ⑫ 国直轄工事費負担金（港湾施設） 

   ◇北防波堤改良事業費               15,133千円(15,133千円) 

    ・老朽化した施設の機能回復のための改良工事を実施 

      令和3年度：根固工・被覆工 

     ※令和3年度全体工事費 100,000千円 

（うち市負担 1.5/10＝15,000千円、前年度精算追徴金＝133千円） 

   ◇第３号ふ頭岸壁改良事業費           300,876千円(300,876千円) 

(うち108,000千円(108,000千円)は令和2年度から繰越) 

    ・老朽化した施設の長寿命化及び大型客船の接岸を可能とするための改良工事

を実施 

      令和3年度：17番岸壁 海上地盤改良ほか 

※令和3年度全体工事費 903,000千円 

（うち市負担 1/3＝301,000千円、前年度精算還付金＝124千円） 

 

 

 



 

   ◇第３号ふ頭泊地改良事業費            12,257千円(12,257千円) 

    ・岸壁の老朽化対策と合わせ、水深確保により大型客船の接岸を可能とするた

めの泊地しゅんせつを実施 

令和3年度：17番岸壁前面泊地 土砂処分一式 

※令和3年度全体工事費 77,000千円 

（うち市負担 1.5/10＝11,550千円、前年度精算追徴金＝707千円） 

 

  ⑬ クルーズターミナル整備事業費           7,169千円(14,652千円) 

   ・第3号ふ頭の既存貨物上屋（市営上屋33号）の一部を改良し、クルーズ船寄港時

におけるＣＩＱ審査等のためのターミナル機能を整備 

     令和3年度：実施設計 

 

  ⑭ 駐車場等基盤整備事業費              1,800千円(44,000千円) 

（予算現額のうち42,000千円は令和4年度へ繰越) 

   ・第3号ふ頭の上屋解体跡地に、クルーズ旅客の円滑な移動を確保するバス・タク

シー等の駐車場を整備 

     令和3年度：実施設計 

 

 ◎⑮ 基部緑地整備事業費               23,765千円(24,600千円) 

   ・賑わいや魅力づくりを目的に、市民や観光客が集うことができる空間として、

第３号ふ頭基部を緑地として整備 

     令和3年度：実施設計、地質調査 

 

  ⑯ 港湾計画改訂事業費               16,573千円(20,706千円) 

(うち14,465千円(17,756千円)は令和2年度から繰越) 

   ・小樽港の将来の利用方針や港湾施設の規模などを定める「港湾計画」を改訂 

 

 

 

  ⑰ 港湾改修事業費 

◇色内ふ頭老朽化対策事業費           185,254千円(259,438千円) 

(うち23,122千円(23,500千円)は令和2年度から繰越) 

（予算現額のうち58,100千円は令和4年度へ繰越) 

    ・老朽化した色内ふ頭護岸の機能回復及び延命化のため、護岸改良工事を実施 

      令和3年度：陸上地盤改良ほか 

     ※令和3年度全体事業費661,362千円（うち下水道会計負担分476,108千円） 

◇若竹地区防波堤改良事業費             16,022千円(17,484千円) 

    ・老朽化した防波堤の機能回復のため、防波堤改良工事を実施 

令和3年度：本体ブロック製作 

 

４ 生活基盤が充実した安全で暮らしやすいまち（生活基盤） 

 

  ① 臨時市道整備事業費              315,300千円(350,934千円) 

   ・市道の老朽化路線の更新、溢水対策などの道路改良を実施 

令和3年度：陸橋通線ほか19路線 

 

  ② 橋りょう長寿命化事業費            418,445千円(471,277千円) 

(うち105,435千円(105,435千円)は令和2年度から繰越) 

（予算現額のうち29,990千円は令和4年度へ繰越) 

   ・「橋梁長寿命化修繕計画」に基づき、老朽化した橋りょうの長寿命化と維持管

理コストの縮減を図るため、修繕等を計画的に実施 

     令和3年度：［修 繕 工 事］銭函高架橋ほか3橋 

           ［耐震化工事］銭函高架橋 

           ［撤 去 工 事］小樽内橋 

           ［設 計 業 務］紅葉橋ほか4橋 

 

 

 



 

 ☆③ 北海道新幹線活用小樽まちづくり協議会関係経費   1,425千円(2,100千円) 

   ・北海道新幹線の開業効果を最大限活用したまちづくりを目的とする官民連携の

協議会を開催 

   ・令和3年度は、新小樽（仮称）駅の利用者増加に向けた調査研究及び戦略検討を

重点的に推進 

 

 ◎④ 新小樽（仮称）駅周辺駐車場等整備関係事業費   15,620千円(16,533千円) 

   ・市が主体となって整備する新小樽（仮称）駅周辺駐車場等について、多角的に

設計検討を実施 

 

  ⑤ 除雪費                  2,098,964千円(2,140,000千円) 

   ・冬期間における円滑な道路交通を確保し、市民の快適な冬の暮らしや経済活動

を支えるため、バス路線及び主要通学路を優先した、計画的で効率的な除排雪

を実施 

   

⑥ ロードヒーティング更新事業費          14,700千円(15,345千円) 

   ・老朽化したロードヒーティング施設を計画的に更新 

令和3年度：天狗山登山線 

 

⑦ 建設機械整備費                 51,294千円(53,816千円) 

   ・安定的な除排雪体制確保のため、市所有の除排雪機械を計画的に増強・更新し、

除排雪業務受託業者に貸与  

令和3年度：ロータリ除雪車2台、凍結防止剤散布車1台購入 

 

  ⑧ 立地適正化計画推進経費              8,328千円(10,937千円) 

   ・中心拠点と複数の地域拠点に都市機能が集約され、それらが交通ネットワークで

結ばれた効率的なまちづくりを進めるための、「立地適正化計画」策定（令和5

年度予定）に向け、策定委員会の開催や市民アンケート調査の実施 

 

  ⑨ 後志地域生活交通確保対策事業費補助金         633千円(633千円) 

   ・小樽市への通勤、通学等で必要な公共交通手段である中央バス積丹線の路線の

確保・維持のため、事業の一部を補助 

 

⑩ 地域公共交通活性化事業費             1,555千円(1,870千円) 

   ・「地域公共交通網形成計画」に基づく市内公共交通の確保・維持に向けた施策

を協議する協議会を開催するとともに、協議会が実施する施策に対して補助 

   ・バスロケーションシステムの周知パンフレット作成等 

 

 ◎⑪ 生活バス路線運行費補助金           164,991千円(164,992千円) 

・市民生活に重要な役割を果たしている市内路線バスの確保・維持のため、生活

バス路線を運行する乗合バス事業者に対し補助 

 

⑫ 鉄道駅バリアフリー化設備等整備事業費補助金   96,778千円(143,417千円) 

(うち96,778千円(97,417千円)は令和2年度から繰越) 

（予算現額のうち34,908千円は令和4年度へ繰越) 

   ・鉄道駅バリアフリー化のための施設整備に掛かる費用の一部を補助（平成30～

令和4年度） 

令和3年度：南小樽駅こ線橋新設等 

 

  ⑬ 防災関係経費 

  ☆◇避難所機能強化事業費               3,002千円(3,450千円) 

    ・液体ミルクの備蓄開始のほか、使用期限を迎える備蓄食料や救急用品の更新

及び間仕切りテントの配備等 

◇避難支援事業費                   707千円(1,200千円) 

    ・津波ハザードマップの増刷や「防災啓発チラシ」（新規）の作成・配布等 

 

 

 



 

☆◇防災訓練関係経費                   334千円(400千円) 

    ・小樽市総合防災訓練では、小樽市災害対策本部を初めて模擬的に設置し、本

部会議訓練や現場での実動訓練を確認しながらの本部運営訓練を実施 

    ・本部総括班を担う災害対策室で冬季避難所運営訓練を実施 

 

 ◎⑭ 高機能消防指令センター機器更新事業費     113,000千円(113,000千円) 

   ・高機能消防指令センターの自動出動指令装置などの機器更新 

 

  ⑮ 機動力増強・近代化事業費            60,713千円(60,946千円) 

   ・災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車1台の更新 

 

 ◎⑯ 消防水利施設点検業務費              2,530千円(2,530千円) 

   ・花園3丁目1番小樽警察署花園交番向に設置の防火水槽の点検調査 

 

  ⑰ 消防団員安全装備品等整備事業費          1,386千円(1,390千円) 

   ・小型消防ポンプ1台の更新 

 

 ５ まちなみと自然が調和し、環境にやさしいまち（環境・景観） 

 

 ☆① 資源物分別収集事業費             177,851千円(181,400千円) 

   ・一般家庭から発生する資源物の収集運搬業務 

   ・一般家庭から排出される、資源物の収集について、小型充電式電池を、令和3

年度から追加 

 

  ② 旧ごみ焼却場解体事業費             14,817千円(18,535千円) 

   ・北海道新幹線新小樽（仮称）駅の整備に伴う、旧ごみ焼却場の解体 

令和3年度：地歴調査等 

 

 

 ◎③ 清掃事業所第2事務所解体事業費          12,656千円(23,934千円) 

   ・北海道新幹線新小樽(仮称)駅前駐車場整備計画に伴う、清掃事業所旧第2事務所

の解体 

令和3年度：調査及び解体工事 

 

 ◎④ 公園施設長寿命化計画推進経費           9,350千円(9,600千円) 

   ・令和4年度の「第2次小樽市公園施設長寿命化計画」策定業務に向け、市内93公

園の施設調査を実施 

 

  ⑤ 都市公園安全・安心事業費            42,536千円(43,000千円) 

   ・公園施設長寿命化計画に基づき、老朽化した公園遊具を地域住民のニーズを踏

まえて更新 

     令和3年度：遊具更新（かもめが丘公園、天神公園、赤岩北公園等） 

 

  ⑥ トイレの洋式化等整備事業費（みどり公園ほか11か所） 

                             4,990千円(5,000千円) 

   ・市内公園（みどり公園、ほしの公園、ヤチダモ公園など12公園）のトイレの洋

式化等整備 

 

◎⑦ 緑の基本計画推進経費               7,046千円(7,517千円) 

   ・令和4年度の「第2次小樽市緑の基本計画」策定に向けての取組を実施 

     令和3年度：現況調査（緑被率など）、策定委員会開催ほか 

 

◎⑧ 施設維持補修費（手宮緑化植物園）            492千円(566千円) 

   ・「緑の相談所」の展示室を、テーブルベンチを設置した利用者休憩スペースに

改装 

 

 

 



 

◎⑨ 旧緑小学校敷地駐車場整備事業費         17,875千円(24,200千円) 

   ・総合体育館なども含めた小樽公園利用者の当面の駐車場確保のため、旧緑小学

校を解体後、駐車場として整備 

     令和3年度：駐車場整備（路盤整備、夜間照明施設の設置） 

 

◎⑩ 第３倉庫活用ミーティング補助金          5,360千円(5,360千円) 

   ・北海製罐第３倉庫の活用方策を検討するため、小樽商工会議所と小樽観光協会

が主体となって設置した「第３倉庫活用ミーティング」が実施する事業に対す

る補助 

 

 ６ 生きがいにあふれ、人と文化を育むまち（生きがい・文化） 

 

 ◎① 本館常設展示改修事業費（総合博物館費）      1,496千円(1,500千円) 

   ・「小樽市まちづくり事業資金基金」（北海道ガス㈱からの寄附金）により、総

合博物館本館2階に気象衛星ひまわり8号の画像データを閲覧できる装置の設置 

 

  ② 収蔵車両等補修事業費               3,379千円(3,766千円) 

   ・総合博物館が所蔵する鉄道車両の補修 

令和3年度：除雪車両キ752（ジョルダン車） 

 

  ③ アイアンホース号維持補修費            2,617千円(2,848千円) 

   ・アイアンホース号の運行における安全の確保 

令和3年度：ボイラー加減弁及び軌道踏切の修繕 

 

 ◎④ 施設改修事業費（美術館）            35,310千円(36,739千円) 

   ・老朽化対策の改修工事を実施 

令和3年度：外壁補修、塗装工事、敷地内コンクリート塀一部撤去工事 

 

 

  ⑤ 特別展開催経費（文学館）               199千円(221千円) 

   ・「朝倉かすみ展」（令和3年6月26日～8月15日） 

 

  ⑥ 特別展開催経費（美術館）             1,853千円(3,031千円) 

   ・「北海道の日本画家たち 小林コレクションⅡ」（令和3年6月22日～8月9日） 

・「２つのピント 羽山雅愉×高野理栄子」 

                   （令和3年10月23日～令和4年1月16日） 

・「池田良二と一原有徳」（令和4年1月22日～3月31日） 

 

  ⑦ 重要文化財旧日本郵船㈱小樽支店保存修理工事費   

                           390,853千円(391,443千円) 

   ・小樽市を代表する重要文化財である建造物の保存・活用を図るための耐震補強

工事及び保存修理 

令和3年度：外壁及び小屋組、煙突の耐震補強、外壁・木材補修 

 

  ⑧ 手宮公園競技場整備事業費            11,605千円(11,624千円) 

   ・日本陸上競技連盟の第3種公認陸上競技場として必要な付帯設備（円盤・ハンマ

ー投用囲い）の更新 

 

 ７ その他の主要事業 

 

  ① 町内会館等建設助成金              11,440千円(13,895千円) 

   ・花園会館の改修工事及びベイビュータウン町内会館の新築工事費の一部を助成 

 

  ② ふるさと納税関係経費              351,452千円(351,452千円) 

   ・「ふるさと納税」制度による寄附者へのお礼として地場産品を贈呈 

・お礼の品の拡充等 

 

 



 

  ③組織改革関係事業費               200,442千円(227,315千円) 

  ◎◇移転等経費（総務部分）             13,960千円(14,186千円) 

    ・組織改革による建設部、教育委員会などの執務室移転に伴う経費及び電話移

設工事等 

  ◎◇移転等経費（教育部分）                509千円(510千円) 

    ・教育委員会が新庁舎（旧商業高校校舎）へ移転することに伴う消耗品（カー

テンなど）の購入 

  ◎◇外局内線電話通信設備改修事業費（光回線導入経費）    262千円(484千円) 

    ・組織改革に併せ、内線電話通信設備の整備に付随し、光回線を新たに導入す

るための配線ルート構築工事 

  ◎◇外局内線電話通信設備改修事業費（工事費）     22,000千円(22,109千円) 

    ・組織改革に併せ、内線電話通信設備をアナログ回線から光回線に切り替える

ための改修 

  ◎◇本庁舎改修事業費                11,559千円(12,000千円) 

    ・組織改革による執務室の変更等に伴う改修 

  ◎◇こども発達支援センター改修事業費        50,643千円(74,000千円) 

    ・こども発達支援センターが教育委員会新庁舎(旧商業高校校舎）へ移転するこ

とに伴う改修 

  ◎◇建設部庁舎改修事業費              27,873千円(29,683千円) 

    ・組織改革により建設部が現教育委員会庁舎へ移転することに伴う改修 

   ◇教育委員会庁舎等改修事業費           73,636千円(74,343千円) 

    ・組織改革により教育委員会が新庁舎（旧商業高校庁舎）へ移転することに伴

う改修 

 

  ④ 個別施設計画策定事業費              4,856千円(5,000千円) 

   ・再編対象施設のうち、「本庁舎別館」及び「総合体育館」の整備方針及び実施

時期等を示す「個別施設計画」を策定 

 

 

 ◎⑤ 高等看護学院移転改修事業費           85,003千円(94,061千円) 

   ・高等看護学院が教育委員会新庁舎(旧商業高校校舎)へ移転することに伴う改修 

 

 ◎⑥ 市民会館大規模改修事業費            60,445千円(68,000千円) 

   ・公共施設長寿命化計画に基づき、令和13年度以降の第2期での建替えを見据えた

設備等の改修工事 

令和3年度：音響設備改修工事ほか 

 

  ⑦ 葬斎場再整備事業費               96,393千円(109,313千円) 

   ・令和2年度からの火葬炉使用料有料化に合わせて、施設の延命化を図るため、計

画的に大規模改修を実施 

令和3年度：流れ屋根及び陸屋根改修 

 

◎⑧ トイレの洋式化等整備事業費（勤労女性センター）   7,268千円(7,500千円) 

   ・トイレの洋式化等整備及び給水管の取り換え工事 

 

◎⑨ 空調設備更新事業費               19,217千円(27,000千円) 

   ・電算機械室内を、サーバ機器の正常稼働に適した温度・湿度に保つ空調設備の

更新 

 

 ◎⑩ 戸籍総合システム運用経費            24,083千円(24,249千円) 

   ・システムの更新に合わせ、セキュリティの向上やデータの確実な保全などのた

め、クラウド型の戸籍総合システムを導入 

 

 ◎⑪ 銭函駅前広場環境施設改修事業費          1,991千円(2,000千円) 

   ・ＪＲ銭函駅前に設置されていた「炎の塔」の再設置が困難となったため、代替

施設となる記念碑を設置 

 

 ◎⑫ 衆議院議員選挙及び最高裁判所裁判官国民審査費（令和3年10月31日執行）  

                            48,993千円(56,180千円) 



 

＜主な新型コロナウイルス感染症対策関連事業＞ 

 

    ① 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業 

  「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」（令和2年4月7日閣議決定、同年4月20

日変更の閣議決定）、「国民の命と暮らしを守る安心と希望のための総合経済対策」

（令和2年12月18日閣議決定）及び「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」（令

和3年11月19日閣議決定）への対応として国の補正予算や予備費で措置された「新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」を以下の事業に活用 

【金額は交付金充当額、括弧内[]の金額は事業費】 

3,792,103千円[4,648,111千円] 

（令和4年度への繰越分を除く（事業費）) 

・公共交通事業者等支援追加事業費         21,888千円[21,888千円] 

・ウィズコロナ移住促進事業費            6,475千円[6,475千円] 

（令和2年度から繰越) 

・観光資源活用等共同研究事業費           4,400千円[4,400千円] 

（令和2年度から繰越) 

・公共交通事業者等追加支援事業費          3,550千円[3,550千円] 

（令和2年度から繰越) 

・離職者支援給付金支給事業費            2,348千円[2,348千円] 

（事業費のうち1,648千円は令和2年度から繰越) 

・障害福祉施設新型コロナウイルス感染症検査助成事業費   24千円[24千円] 

・介護保険施設等新型コロナウイルス感染症検査助成事業費     

                          1,298千円[1,298千円] 

・新生児臨時給付金支給事業費              200千円[200千円] 

（令和2年度から繰越) 

・病院事業会計繰出金               50,000千円[50,000千円] 

・保健所体制強化事業費              12,078千円[12,078千円] 

（令和2年度から繰越) 

 

・感染症患者宿泊療養施設等移送事業費        2,920千円[17,250千円] 

（事業費のうち1,308千円は令和2年度から繰越) 

・感染症医療物資備蓄事業費             3,489千円[3,489千円] 

・クラスター対策事業費              26,203千円[53,817千円] 

（事業費のうち832千円は令和2年度から繰越) 

・雇用調整助成金等活用促進補助金          1,862千円[1,862千円] 

（事業費のうち284千円は令和2年度から繰越) 

・おたるワーケーション推進事業費          4,397千円[4,397千円] 

（令和2年度から繰越) 

・事業継続支援事業費              222,607千円[222,707千円] 

（事業費のうち47,757千円は令和2年度から繰越) 

・感染防止対策協力支援金給付事業費     2,959,080千円[5,311,552千円] 

（事業費のうち1,612,714千円は令和4年度へ繰越) 

・おたるプレミアム付商品券事業費        166,519千円[226,327千円] 

・事業継続支援追加事業費            115,503千円[115,503千円] 

・小樽フェア開催応援事業費補助金            800千円[800千円] 

・観光誘致プロモーションビデオ制作事業費     14,960千円[14,960千円] 

（令和2年度から繰越) 

・宿泊業事業継続緊急支援事業費          15,163千円[15,163千円] 

（令和2年度から繰越) 

・宿泊施設誘客促進追加事業費補助金        41,438千円[41,438千円] 

（令和2年度から繰越) 

・消防職員感染防止対策事業費            3,991千円[3,991千円] 

・消防職員感染症対策防寒衣整備事業費       10,961千円[10,961千円] 

（令和2年度から繰越) 

・感染防止施設整備事業費             15,424千円[15,424千円] 

（令和2年度から繰越) 

 

 



 

・新型コロナウイルス感染症等患者移送車両整備事業費  

                         49,830千円[49,830千円] 

（令和2年度から繰越) 

・学校教育活動継続支援事業費（小・中学校）    14,399千円[28,797千円] 

（事業費のうち25,599千円は令和2年度から繰越) 

・学校生活環境改善整備事業費（小・中学校）    19,968千円[19,968千円] 

（令和2年度から繰越) 

・図書貸出窓口拡充事業費                328千円[328千円] 

（令和2年度から繰越) 

 

    ② 新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金関連事業 

道の「新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金」を以下の事業に活用 

【金額は交付金充当額、括弧内[]の金額は事業費】 

・受診・相談センター設置事業費          70,000千円[70,000千円] 

 

    ③ その他の新型コロナウイルス感染症対策関連事業 

   先に掲げた新型コロナウイルス感染症対策関連事業以外に、国庫支出金、道支出金

等を活用し、以下の事業を実施 

【括弧内の金額は予算現額】 

                       4,845,634千円(5,260,193千円) 

（令和4年度への繰越分を除く（予算現額）) 

・感染拡大防止対策事業費（市役所本庁舎・建設部庁舎）1,573千円(1,573千円) 

・生活困窮者住居確保給付金支給事業費        9,786千円(10,186千円) 

・新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金支給事業費 

                         21,826千円(65,156千円) 

（予算現額のうち9,600千円は令和4年度へ繰越) 

・介護サービス提供基盤等整備事業費交付金      4,000千円(4,000千円) 

 

 

・住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業費 

                         2,042,040千円(2,750,500千円) 

（予算現額のうち705,450千円は令和4年度へ繰越) 

・児童館関係経費 

（新型コロナウイルス感染症対応分）           68千円(86千円) 

・放課後児童健全育成事業費             1,558千円(8,257千円) 

    ◇勤労女性センター開設分（レクリエーション用具購入ほか運営費） 

（新型コロナウイルス感染症対応分）          132千円(543千円) 

 ◇小学校開設分（レクリエーション用具購入ほか運営費） 

（新型コロナウイルス感染症対応分）        1,426千円(7,714千円) 

・保育環境改善等事業費補助金            8,016千円(9,000千円) 

・市立保育所費（感染症対策事業費）         1,503千円(2,500千円) 

・子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費    148,119千円(183,585千円) 

    ◇ひとり親世帯分                89,315千円(105,935千円) 

 ◇ひとり親世帯以外分              58,804千円(77,650千円) 

・子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費  1,178,310千円(1,231,000千円) 

(予算現額のうち10,175千円は令和4年度へ繰越) 

・市民会館・公会堂・市民センター施設関係経費（臨時休館等損失補塡金） 

                            11,287千円(11,289千円) 

・新型コロナウイルス検査事業費          23,334千円(23,335千円) 

・新型コロナウイルス感染症対策事業費      168,216千円(211,700千円) 

・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費  496,370千円(541,919千円) 

(うち92,122千円(92,123千円)は令和2年度から繰越) 

  ・新型コロナウイルスワクチン接種事業費     574,147千円(755,384千円) 

(うち516,414千円(516,414千円)は令和2年度から繰越) 

・感染症患者受入医療機関等協力金支給事業費    30,000千円(30,000千円) 

・高齢者施設等職員ＰＣＲ検査事業費        48,290千円(50,000千円) 

・堺町通り観光案内所支援事業費補助金        1,000千円(1,000千円) 

・堺町通り活性化イベント支援事業費補助金      2,700千円(2,700千円) 



 

・観光物産プラザ管理運営経費（臨時休館等損失補塡金）1,057千円(1,058千円) 

・宿泊観光事業者応援事業費            15,674千円(21,400千円) 

・宿泊施設誘客推進加速化事業費補助金       25,986千円(37,180千円) 

・学校衛生環境改善対策費（小・中学校）        828千円(2,109千円) 

・学校教育活動継続支援事業費（小・中学校）<再掲> 28,797千円(28,800千円) 

（うち25,599千円(25,600千円)は令和2年度から繰越) 

・成人の日経費（新型コロナウイルス感染症対応分）  1,149千円(1,701千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


